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議

会

議
会
活
動
状
況

議
会
活
動
状
況

 

２
月

13
日
●
南
部
・
東
部
地
域
振
興
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム　

キ
ッ
ク

オ
フ
会
議

17
日
●
南
和
広
域
衛
生
組
合
全
員

協
議
会

20
日
●
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会

22
日
●
例
月
出
納
検
査

消
防
自
動
車
寄
贈
式

２
月
15
日
（
水
）、
黒
滝
村
役
場

に
お
い
て
消
防
自
動
車
寄
贈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
車
両
を
寄
贈
し
た
の

は
、
一
般
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険

協
会
で
す
。
同
協
会
は
、
社
会
公
共

的
な
観
点
か
ら
地
域
防
災
力
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
に
小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
軽
消
防
自
動
車
寄
贈
の
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

今
回
寄
贈
さ
れ
た
車
両
は
、
村
消

防
団
東
部
分
団
に
配
備
さ
れ
、
地
域

の
防
災
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
事
を

期
待
し
ま
す
。

令和５年４月１日より令和５年４月１日より

令和５年４月１日より、新しいごみ処理施設が稼動することに伴い、
ごみの分別方法及びごみ袋の種類・料金が下表のとおり変更されます。

内容
生ごみ　紙くず等
飲料カン等

新聞　雑誌等

スプレー缶
ガラス等
自転車　家具等

飲料ビン等
ペットボトル

古布　古着等
容器包装
プラスチック
食品トレイ等

蛍光灯　電球等

令和５年４月１日からの分別（１０種類）
分類

①可燃ごみ
②カン

⑤古紙類

⑧不燃ごみ

⑨粗大ごみ

③ビン
④ペットボトル

⑥古布類

⑦容器包装
　プラスチック類

⑩有害ごみ

種類
可燃物

資源ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ
有害ごみ

これまでの分別（５種類）
分類

①可燃ごみ

②資源１類

③資源２類

④不燃ごみ

⑤粗大ごみ

種類
可燃物

資源ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

内容
生ごみ　紙くず等
飲料カン
飲料ビン
ペットボトル等

新聞　雑誌

スプレー缶
ガラス等
自転車　家具等

古布　容器包装
プラスチック
食品トレイ等

（新）

内容
５０円/枚
３３円/枚
５０円/枚
３３円/枚
５０円/枚
３３円/枚

容量
４５ℓ
３０ℓ
４５ℓ
３０ℓ
４５ℓ
３０ℓ

大きさ
大
小
大
小
大
小

区分

可燃ごみ

資源ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ １点につき粗大ごみシール１枚
又は、ごみ袋（大）２枚

ごみの分別方法等が新しく変わりますごみの分別方法等が新しく変わります

※資源ごみは、上表②～⑦の分別ごとに袋に分け
て出してください。

※有害ごみは、自前の袋（スーパーのレジ袋等）
に入れてお出しください。

※現在使用しているごみ袋は、引き続き使用いた
だけます。

◆お問合せ先　住民生活課

ごみ袋の種類と金額ごみ袋の種類と金額

ごみの分別方法ごみの分別方法

　
　

●
南
和
広
域
衛
生
組
合
議
会

定
例
会

24
日
●
介
護
保
険
運
営
協
議
会

27
日
●
第
１
回
議
会
（
３
月
）
定

例
会　

正
副
議
長　

常
任

委
員
長
打
合
せ

28
日
●
さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組

合
議
会
定
例
会

　

国
や
県
、
村
の
行
政
や
仕

事
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
行
政
相
談

委
員
が
開
催
す
る
行
政
相
談

所
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
日
時　

3
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
1
時
〜
４
時

◆
場
所　

役
場
１
階
会
議
室

◆
相
談
の
お
相
手　

　

行
政
相
談
委
員

　

岡
田　

晴
美
様

　
（
☎
６
２
‐
２
０
５
７
）

◆
お
問
合
せ
先　

総
務
課

困
っ
た
ら　

一
人
で

悩
ま
ず　

行
政
相
談

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
有
効
期
限
は
3
月
31
日

で
す
。

新
し
い
保
険
証
を
3
月
下

旬
に
「
簡
易
書
留
」
で
郵
送

し
ま
す
の
で
ご
確
認
い
た
だ

き
、
4
月
1
日
以
降
、
医
療

機
関
に
か
か
る
と
き
は
新
し

い
「
保
険
証
」
等
を
ご
提
示

く
だ
さ
い
。

※
有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証

は
、
役
場
窓
口
（
保
健
福
祉

課
）
へ
返
却
い
た
だ
く
か
、

ハ
サ
ミ
を
入
れ
る
な
ど
し
て

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
氏
名
、
住
所
、
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
に
変
更
が
あ
っ

た
と
き
は
、
変
更
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

◆
日
時

　

３
月
18
日
（
土
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分

◆
内
容

聞
こ
え
な
い
こ
と
に
つ
い

て
（
講
義
）

身
振
り
・
手
話
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
（
実
技
）

◆
会
場　

吉
野
町
中
央
公
民
館

◆
参
加
費　

無
料

◆
お
申
込
み

　

３
月
１
日
〜
３
月
10
日

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

◆
お
問
合
せ
先

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
は
、
令
和
５
年

２
月
６
日
よ
り
、
転
出
届
を

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
で
提
出
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

転
出
届
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
転

出
の
際
、
役
場
へ
の
来
庁
が

原
則
不
要
に
な
り
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
生
活
課

転
出
届
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出

奈
良
県
聴
覚

障
害
者　

支

援
セ
ン
タ
ー

　
（
担
当
・
幸
田
）

年金事務所からのお知らせ年金事務所からのお知らせ 国民年金への変更手続きについて

　２０歳以上６０歳未満の方は、国民年金へ
の加入が法律で義務付けられています。勤務
先を退職（失業）されたときは、厚生年金保
険から国民年金への変更手続きが必要です。
　また、その方に扶養されていた配偶者（第
３号被保険者）についても国民年金への手続
きが必要となります。

　なお、経済的な理由により国民年金保険料
を納めることが困難な場合は、「免除制度」
をご利用ください。退職（失業）による特例
免除制度がありますので、手続きの際は雇用
保険被保険者離職票の写しや雇用保険受給資
格者証の写し等を併せてご提出ください。

◆お問い合わせ先　大和高田年金事務所　☎０７４５－２２－３５３１

☎
０
７
４
４
‐
２
１
‐
７
８
８
０

FAX
０
７
４
４
‐
２
１
‐
７
８
８
８

のの話話題題村村

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
の
有
効
期
限

は
じ
め
て
の
手
話
講
座

　

修
学
の
奨
励
と
教
育
の
機

会
均
等
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
学
校
教
育
法
で
定
め
る

高
等
学
校
以
上
の
学
校
に
就

学
す
る
生
徒
及
び
学
生
の
方

に
対
し
て
、
修
学
奨
励
金
の

貸
与
を
行
い
ま
す
。

◆
貸
与
金
額（
１
名
あ
た
り
）

 

・
高
等
学
校
に
在
学
す
る
方

黒
滝
村
修
学
奨
励
金

貸
与
制
度

　

月
額
２
５
，
０
０
０
円
以
内

 

・
大
学
等
に
在
学
す
る
方　

　

月
額
３
５
，
０
０
０
円
以
内

　

対
象
者
の
要
件
や
申
請
手

続
き
等
、
詳
し
く
は
左
記
ま

で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先

　

教
育
委
員
会
事
務
局

14
日
●
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
定
例
会
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※Ａ　奈良県知事選挙及び奈良県議会議員選挙では、それぞれの住所要件の基準日後に奈良県内の市町村間で住所を異動
された方は、前住所地で投票を行うことになります。ただし、前住所地で選挙人名簿に登録されていることが必要
です。また、その際は、新住所地等で発行する居住証明書類を提示しなければ投票できません。したがって、投票
日までに新住所地の住民課等に申し出て居住証明書類の交付を受けておいてください。（期日前投票及び不在者投
票の際にも提示が必要です。詳しくは選挙管理委員会までお問合せください。）

※Ｂ　年齢要件に該当する場合でも、選挙期日に事由により投票所へ行くことができない場合で、投票しようとする日に
１８歳未満である場合は、期日前投票ではなく不在者投票を行うことができます。

奈良県知事・奈良県議会議員選挙奈良県知事・奈良県議会議員選挙
４月９日（日）４月９日（日）

黒滝村議会議員選挙黒滝村議会議員選挙
４月２３日（日）４月２３日（日）

　奈良県知事選挙が３月２３日に告示され、４月９日に投票が、奈良県議会議員選挙は３月３１日に告示
され、同じく４月９日に投票が行われます。黒滝村議会議員選挙は４月１８日に告示され４月２３日に投
票が行われます。投票時間はいずれも午前７時から午後６時まで村内３箇所の投票所で行われます。
（※投票所閉鎖時間が２時間繰り上げられていますのでご留意ください。）
　なお、選挙すべき議員の数は、奈良県議会議員選挙の吉野郡選挙区では２人、黒滝村議会議員選挙は６
人となります。

○今回の選挙に投票できる方
奈良県知事選挙 奈良県議会議員選挙 黒滝村議会議員選挙

選挙期日
の告示日 ３月２３日（木） ３月３１日（金） ４月１８日（火）

選挙期日 ４月９日（日） ４月２３日（日）

住所要件

令和５年３月２２日現在におい
て３ヶ月以上引き続いて黒滝村
に住所を有する方（令和４年
１２月２２日（２２日を含む）
以前から黒滝村に住所を有する
方）※Ａ

令和５年３月３０日現在におい
て３ヶ月以上引き続いて黒滝村
に住所を有する方（令和５年
１２月３０日（３０日を含む）
以前から黒滝村に住所を有する
方）※Ａ

令和５年４月１７日現在におい
て３ヶ月以上引き続いて黒滝村
に住所を有する方（令和５年１
月１７日（１７日を含む）以前
から黒滝村に住所を有する方）

年齢要件 令和５年４月９日現在において、年齢満１８歳に達する方
（平成１７年４月１０日（１０日含む）以前に生まれた方）※Ｂ

令和５年４月２３日現在におい
て、年齢満１８歳に達する方
（平成１７年４月２４日（２４
日含む）以前に生まれた方）※Ｂ

その他 
日本国民であること
黒滝村に居住し、住民基本台帳に記載されていること
欠格事由（失権者）に該当しないこと

◆立候補予定者説明会

　３月１６日（木）午後１時３０分から

　黒滝村役場２階会議室

◆立候補受付事前審査

　４月１１日（火）午前８時３０分～午後５時まで

　黒滝村役場２階委員会室

◆立候補受付

　４月１８日（火）午前８時３０分～午後５時まで

　黒滝村役場２階委員会室

○黒滝村議会議員選挙立候補に関する日程等

　投票当日は、３箇所の投
票所で一斉に投票が行われ
ます。あらかじめ配られた
入場券をよくご確認のう
え、それぞれの投票所で投
票してください。

投票所の場所 該当地区

第１投票所 寺戸　黒滝村役場住民ホール
御吉野、堂原、寺戸、
中戸、脇川、槙尾、鳥住

第２投票所 長瀬　長瀬地区集会所 笠木、桂原、長瀬、粟飯谷

第３投票所 赤滝　赤滝・上平地区集会施設 赤滝

※入場券は各有権者にハガキで郵送されます。
※投票当日、投票所までの送迎を希望される方は、選挙管理委員会事務局までご連絡ください。（当日連絡可）
ご自宅から投票所まで送迎いたします。

○投票所

　選挙期日に、仕事や旅行、レジャー、冠婚葬
祭等の用務があり、当日投票所へ行くことがで
きない人は、期日前投票ができます。

◆期間
　奈良県知事選挙　　　３月２４日～４月８日
　奈良県議会議員選挙　４月　１日～４月８日
　黒滝村議会議員選挙　４月１９日～４月２２日
◆時間　午前８時３０分～午後８時まで
◆場所　黒滝村役場住民ホール

　なお、遠隔地への仕事や旅行等による名簿登
録地以外の市区町村での不在者投票、病院や老
人ホームなどにおける不在者投票も行えます。

○期日前投票等

　選挙人で身体に重度の障害がある人は、自宅で郵
便による投票ができます。
　身体に重度の障害がある人とは、

○郵便投票

１．身体障害者手帳の交付を受けている人で、その
手帳に次のように記載されている方

◆両下肢、もしくは体幹の障害、もしくは移動機能
の障害のある人で、一級もしくは二級である方

◆心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸・小腸の障
害のある人で、一級もしくは三級である方

◆免疫若しくは肝臓の障害のある方で、一級から三
級までである人

２．戦傷病者手帳の交付を受けている人で、その手
帳に次のように記載されている人

◆両下肢、もしくは体幹の障害のある人で特別項症
から第二項症までの人

◆内臓機能の障害のある人で特別項症から第三項症
までの人

３．介護保険の被保険者証に要介護状態区分が要介
護５として記載されている人

　投票用紙の請求は選挙期日の４日前（奈良県知事
選挙及び奈良県議会議員選挙は４月５日、黒滝村議
会議員選挙は４月１９日）が期限ですので、お早め
に請求してください。また、代理記載制度もありま
すので、詳しくは黒滝村選挙管理委員会までお問い
合わせください。
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◆
内
容未

就
園
児
の
親
子
や
妊
娠
中
の
お

母
さ
ん
な
ど
が
気
軽
に
集
ま
る
場
で
す
。

「
子
育
て
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
話

し
た
い
な
」「
お
友
達
が
で
き
た
ら

い
い
な
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

ホ
ッ
と
一
息
入
れ
て
、
一
緒
に
遊

ん
だ
り
お
話
を
し
た
り
し
て
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時　

３
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　
（
毎
月
第
一
金
曜
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

◆
対
象
者　

未
就
園
児
の
親
子
・
祖
父

母
・
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん　

◆
場
所　

わ
か
す
ぎ
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー（
旧
中
学
校
）　

２
階
お
も
ち
ゃ

図
書
館

◆
参
加
費　

無
料

◆
お
申
込　

不
要

　
　
　
　
（
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
）

◆
お
問
合
せ
先

　

保
健
福
祉
課

ひ 

な 

っ 

こ 

キ 

ッ 

ズ

健 　 康 　 づ 　 く 　 り 　 情 　 報

　

令
和
５
年
度
分
（
４
月
１
日
か
ら
利

用
可
能
）
の
通
院
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

新
規
申
請
・
更
新
の
受
付
を
役
場
窓
口

に
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
５
年
度　

通
院
タ
ク
シ
ー

利
用
券
申
請
受
付
中

◆
申
請
期
間

　

令
和
5
年
3
月
1
日
〜
3
月
31
日

◆
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　

令
和
４
年
度
活
用
さ
れ
た
ポ
イ
ン

ト
手
帳

　

保
健
福
祉
課
窓
口
へ
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　

50
ポ
イ
ン
ト
以
上
貯
め
ら
れ
た
方

へ
後
日
、
地
域
商
品
券
を
お
送
り
し

ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

令
和
4
年
度　

元
気
ふ
れ
あ
い

活
動
ポ
イ
ン
ト
申
請

令
和
5
年
度　

元
気
ふ
れ
あ
い

活
動
対
象
事
業
募
集

　

皆
さ
ま
が
日
頃
よ
り
取
り
組
ん
で
い

る
サ
ロ
ン
や
い
き
い
き
百
歳
体
操
を
実

施
す
る
通
い
の
場
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

が
元
気
ふ
れ
あ
い
活
動
ポ
イ
ン
ト
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

活
動
の
代
表
の
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
令
和
4
年
度
に
申
請
さ
れ
た

団
体
に
お
き
ま
し
て
も
再
度
更
新
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
対
象
事
業　

60
歳
以
上
の
方
ま
た
は

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
参
加

す
る
活
動

◆
申
請
期
間　

随
時

◆
お
問
合
せ
及
び
申
請
先

　

保
健
福
祉
課

ポイントの集計・記入に
ご協力ください。
ご不明な点は窓口でおた
ずねください。

申請日・ご住所・お名前
を記載してください。

◀
19
ペ
ー
ジ
は
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
を
実
施

す
る
通
い
の
場
で
の
測
定
記
録
が
載
っ
て
い

ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
ご
自
身
で
切
り
取

り
く
だ
さ
い
。

令和４年度　集落支援員活動報告
村では、地域への「目配り」として、集落の状況把握、集落点検の実施、住民と村
の間での話し合いを進めるため集落支援員が活動しています。
令和４年度の主な活動について紹介します。

地域の方とお話させていただ
く中でこんなお声も聞かせてい
ただきました。
小さな地域だからこそ声を出
しにくいのかも知れませんね。
住み慣れた村の存続のため、み
んなで声を出し合うことも必要
と思っておりますので、何でも
構いません、意見や色んなお話
を聞かせてくださいね。

話させて

こんな私が
意見を言っ

ても

誰も何も聞
いてくれな

い 意見を言ったら
あれこれ噂されるし・・・

聞かせていただいた意見をもとに、
地域包括支援センターと連携して新た
な生活支援体制の整備に取り組んでい
ます。地域でみかけた際にはお気軽に
お声掛けください。

◆お問合せ先　住民生活課

高齢者世帯のお宅訪問
80 歳以上のみの世帯を一軒ずつ訪問させていただき、新しいゴミの分別方法について
の案内と、マイナンバーカードの普及啓発、普段の生活の様子を聞かせていただきました。

○ごみ出しは、出来ていますか？
今は大丈夫　39件　    
子どもが出してくれる　13件　
粗大ごみを玄関先まで出すことができない　2件
デイサービスの人に頼んでいる　1件
足が痛く運ぶのが辛くて一輪車に乗せて運ん
でいる　1件

○困った時に相談できる方は、お
られますか？

デイサービスで相談してる。
区長・役場に頼っている。子ども。
近所・仕事仲間。社協。

○年々お年を召されるに従い、身
の回りの事をするのが困難に
なってきてはいませんか？

今は大丈夫　40 件
腰が痛くて草引きは玄関前だけしか出
来ない。子どもにしてもらっている。
足腰が悪いので困難。
草刈りは、おたすけクラブに年３回頼
んでいる。
車に乗車するのに足が上がらないのが
辛い。
隣地の人が草刈りをしてくれた。物忘
れがひどくなっている。
靴下を履くのに時間がかかる。
つれあいが入院して心配。
耳が不自由で聞こえにくく心配になる。

道路や河川の点検・清掃
地域をパトロールし、危険箇
所の点検や不法投棄の発見、必
要に応じて清掃を行いました。

差別をなくす強調月間中に、
村内で実施されている地域サロ
ンにお邪魔させていただき、人
権啓発を行いました。

地域サロンでの人権啓発参加 新しいゴミの分別方法チラシ配付
高齢者世帯のお宅訪問対象以外の

全世帯に順次、チラシを配付中で
す。訪問の際お留守のお宅にはポス
トに投函していますのでご確認いた
だき、不明な点は役場住民生活課ま
でお問い合わせください。

○買物や医療機関への交通手段
等、村外へ行かれる際どうさ
れていますか？　

自分で運転して出かける　20 件
子どもに頼んで送迎してもらう　25 件
ふれあいバス・奈交　7件
近所の人に連れってもらう　5件
タクシー　3件○生活する中で不安に感じていること

はありませんか？
不安　17 件
身内が居ない。移動手段が不便。　
運転免許証返納し家でずっとテレビ観ていて
身体が動かなくなっている。
今後の生活資金繰り。
足腰が悪くなり思うように身体が動かない。
独居は話し相手もおらず精神的に辛い。
耳や足腰が不自由で思うように動かなく精神
的に不安になる。　つれあいの食事の支度。
どうきや息切れする時。

◆
お
持
ち
い
た
だ
く
物

　

印
鑑
・
昨
年
度
分
の
利
用
券
の
余
り

※
昨
年
度
配
布
し
た
緑
色
の
利
用
券
は

令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

便
利
な
通
院
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

　令和２年７月より実施しておりました、新型
コロナウイルス感染症対策家計支援水道料金基
本料減免措置は、新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金の終了に伴い、令和５年
２月末を持って終了させていただきます。
　令和５年３月使用分より通常料金（基本料金
を含む）となりますので、ご留意ください。

◆お問合せ先　林業建設課

新型コロナウイルス感染症対策
家計支援水道基本料金減免事業

終了のお知らせ

公募型プロポーザル結果
◆事業名
黒滝村寺戸地区　移住定住促
進住宅設計等業務
◆事業者名
株式会社　カイトアーキテク
ツ一級建築士事務所
◆契約金額
4,900,000 円
◆期間
令和 5年 10 月 31 日まで
◆お問合せ先　林業建設課
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黒 

滝

　

お
こ
し

　

お
こ
し1717

〜
地
域
お
こ
し
協
力
隊

キ
ー
ワ
ー
ド
〜

「
旅
立
ち
」

2
年
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、

期
待
し
て
い
た
以
上
に
楽
し
い
日
々
で

し
た
。

山
で
の
仕
事
だ
け
で
な
く
村
内
の
支

障
木
伐
採
で
は
住
民
の
方
か
ら
声
を
か

け
て
い
た
だ
く
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
行
事
、
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ワ
ー

ク
、
焚
火
、
椎
茸
栽
培
、
雪
中
テ
ン
ト

◀
河
分
神
社
の
餅
ま
き
準
備
に
も
参
加（
手
前
左
）

◀
イ
ベ
ン
ト
に
て
。
こ
ど
も
の
指
導
の
上
手
さ

に
定
評
が
あ
り
ま
し
た

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
キ
ー
ワ
ー
ド
」

シ
リ
ー
ズ
は
今
回
で
終
了
し
ま
す
。

4
月
号
か
ら
は
、
協
力
隊
が
取
り
組
ん

で
い
る
「
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
」
の

い
ろ
い
ろ
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
１
年
春
よ
り
活
動
し
て
き
た

亀
尾
ゆ
い
、
山
本
鷹
彬
が
こ
の
3
月
、

い
ず
れ
も
健
康
面
の
事
情
で
黒
滝
を
離

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

ま
っ
た
だ
な
か
な
が
ら
仕
事
で
も
村
の

暮
ら
し
で
も
存
在
感
を
放
っ
て
き
た
2

人
だ
け
に
、
任
期
半
ば
で
の
離
脱
は
残

念
で
す
が
、
距
離
は
離
れ
て
も
黒
滝
村

で
の
２
年
を
大
き
な
財
産
と
し
て
活
躍

し
て
い
く
は
ず
！
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

寄
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

図
書 室 だ よ り

■ 貸し出し日　   月～金曜日（祝日は休み）
　　　　　　　　 第２、第４日曜日　　　　　　　　
■ 貸し出し期間　２週間
※ただし、それ以上になる場合は、教育委員会へ連絡し
　てください。

黒滝村人権・同和問題
啓発活動推進本部

毎月１１日は

【人権を確かめあう日】

驚
き
と
充
実
の
２
年

おしえて！ネイサン先生

◆答　子どもの頃にたくさんの日本のビデオゲームで遊んだこと
と、私が大好きで学んでいるロボットに関する研究が日本で盛んに
行われていることが、日本語を学び始めた主なきっかけです。
　幼い頃から、ポケモン、遊戯王、スーパーロボット大戦など、い
ろんなゲームをプレイするのが好きでした。これらのゲームで遊ん
でいるうちに、ガンダム以外のさまざまなロボットの存在を知り、
ロボットについての知識を深めるために、エンジニアリングと日本
語に興味を持ちました。キャラクターの攻撃はカタカナで書かれて
いるので、大人になる頃にはカタカナを読むのが得意になっていま
した。
　やがて私は日本の文化にも関心を抱きはじめ、日本語を勉強して
理解が深まりました。同時に、ロボットとその仕組みをもっと知り
たいと思い、日本のロボット開発について話を聞くうちに、日本に
行ってみたくなりました。その後、興味のある分野が医用生体工学
に変わりましたが、その分野も日本で発展していると聞いて、日本
の研究者と一緒に仕事がしたいと思うようになりました。
　この２つのことから、さらに上達することを目標に、今も日本語
の勉強を続けています。

◆問　どんなきっかけで日本語を学び始められたのですか？

大
学
で
植
生
や
自
然
環
境
に
つ
い
て

学
ぶ
う
ち
に
、
林
業
が
日
本
の
森
林
に

非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
、
日
本
の
森
林
が
危
機
的
状
況
に

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
森
林
を
守

る
側
に
立
ち
た
い
と
思
い
移
住
し
ま
し

た
が
、
身
体
的
な
事
情
に
よ
り
活
動
を

終
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
約
２
年
間
、
黒
滝
村
の
方
々
に

大
変
よ
く
し
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て

い
ま
す
。
村
に
い
ろ
い
ろ
貢
献
し
て
い

く
つ
も
り
だ
っ
た
の
に
残
念
で
す
が
、

▶
生
の
木
を
材
料
に
す
る
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

ワ
ー
ク
で
作
っ
た
ス
ツ
ー
ル
に
座
る
亀
尾
。

几
帳
面
さ
を
反
映
し
た
き
れ
い
な
一
脚
に

▶
特
殊
伐
採
で
樹
上
の
作
業
を
支
援
す
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
活
躍

今
後
も
何
ら
か
の
形
で
林
業
に
関
わ
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
お
会

い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
）

　てください。

新刊を含め新たに１４５冊の本が入りま
した。
芥川賞受賞作『この世の喜びよ』、直木

賞受賞作『しろがねの葉』、２０２３年の
本屋大賞ノミネート作『川のほとりに立つ
者は』などたくさんの小説が入りました。
小説以外としては、脳科学者の中野信子
さんの『世界の ｢頭のいい人｣ がやってい
ること１冊にまとめてみた』、老後を楽し
く生きるための『老害の壁』、全米ベスト
セラー ｢生命科学の革命｣ の全貌を書き尽
くした『コード・ブレーカー』など様々な
ジャンルを揃えました。おうち時間を充実
させるためにも、是非ご利用ください。

新たに１４５冊　新たに１４５冊　
ラインナップ！ラインナップ！

林
業
と
関
わ
り
続
け
る

▲先輩の演奏に合わせて歌を披露
　する一面も

▲山本はスポーツチーム黒滝Ｓ
Ｃでも　存在感を発揮

サ
ウ
ナ
・
・
・
挙
げ
れ
ば
キ
リ
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
街
か
ら
少
し
離
れ
た
だ
け

で
こ
ん
な
に
も
で
き
る
こ
と
が
増
え
る

の
か
、
と
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
こ
と
に

感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！　
　
　
　
　
　
　
　
（
亀
尾
）



黒
滝
村
村
民
憲
章

村の施設の電話番号
市外局番（0747）

人口・世帯数
（２月１日現在）

　　男　　３０２人　　（±０）
　　女　　３２４人　　（－１）
　　計　　６２６人　　（－１）
　　世帯　３３７世帯　（－１）

役　場　　　　　　   62-2031
　　ＩＰ電話【0747-68-9200
　　　　　　　　　    ～ 9203】 
防災無線電話音声対応サービス
（専用ダイヤル）　     62-9010
教育委員会事務局       62-2314
　　ＩＰ電話【0747-68-9204】
診療所　　　　　　   62-2747
　　ＩＰ電話【0747-68-9700】
歯科診療所　　　　   62-2621
デイサービスセンター
地域包括支援センター
（社会福祉協議会）      62-2850  
　　ＩＰ電話【0747-68-9023】
こもれびホール　　   62-2280
黒滝駐在所　　　　   62-2034
観光施設に関することは、
　観光施設指定管理者
（株）黒滝森物語村     62-2770

くろたきテレビくろたきテレビ
11ch で放映中11ch で放映中

11ch では、村からの様々な11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載していますお知らせを掲載しています
ので、是非ご視聴ください。ので、是非ご視聴ください。

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
黒
滝
村
の

よ
さ
を
活
か
し
、
先
人
の
努
力
に
学

び
、
知
恵
と
心
を
結
集
し
、
明
る
く

豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
、
よ
り
住

み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努
め

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、
や

さ
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
み
ち
た

村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
の
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
、

若
い
力
を
は
ぐ
く
み
、
生
涯
学
習
の

ふ
く
ら
む
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
勤
労
を
尊
び
、
産
業
の
振
興
に
努

め
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ
る
村
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
寿
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な
で
支

え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て
る
福

祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
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　奈良交通株式会社より、無料乗車券が配布されました。
　１枚９２０円分で途中下車は可能ですが、返金・換金はで
きません。無料乗車券は、「黒滝ふれあいバス」と「道の駅
　吉野路黒滝」にて配布していますので、是非ご利用ください。
　なお、数には限りがある
ため、無くなり次第配布終
了となります。
◆お問合せ先　企画政策課

見　本

奈良交通バス　無料乗車券配布奈良交通バス　無料乗車券配布

　妊婦や子育て家庭が安心して出産・子育てできるよう、妊娠届
出時から面談等により出産・子育てに必要な切れ目ない支援につ
なぐ「伴走型支援」と経済的な負担軽減を図る「経済的支援（出産・
子育て応援ギフトの支給）」を一体的に実施します。事業開始日
は令和５年３月１０日です。

黒滝村出産・子育て応援給付金事業

◆令和４年４月１日から令和５年３月９日までに妊娠届出書を提出
した方および出産した方へ
対象となる方には令和５年３月１０日頃、担当者より連絡します。
現在、準備をしておりますので、しばらくお待ちください。
◆お問合せ先　保健福祉課

◆伴走型支援
主な相談支援は次の通りです。

上記以外でも、必要に応じて電話相談や訪問相談を実施します。
①妊娠届出時　②妊娠８ヶ月　③出産後の乳児訪問　など

種類 給付金 支給条件
妊娠届出時の面談・アン
ケート回答と申請書の提出
乳児訪問時の面談・アン
ケート回答と申請書の提出

妊婦１人につき
５万円

子１人につき
５万円

出産応援
ギフト
子育て応援
ギフト

※他の自治体で「出産・子育て応援ギフト」を受給済みの方は対象外です。

◆出産・子育て応援ギフト


